






















































































































































































































































































本人類学の影響が見られます。   
次に渡邊欣雄先生の民俗宗教、それから知
識人類学の影響について簡単に紹介します。
こちらにいらっしゃる周星先生が渡邊先生の
本を中国語に翻訳するわけですが、タイトル
に民俗宗教という言葉を入れています。つま
り、原文は『漢民族の宗教』だったのですが、
「民俗」という言葉をいれることによって、
中国の文脈に合った概念を提出することにな
るんですね。その影響力はかなり強いもので
す。ちなみに渡辺先生の民俗知識論を紹介し
た周星先生の論文は、中国ではかなり引用率
の高いものとなっております。渡邉先生の民
俗知識論や、風水研究は中国でも日本でも有
名です。このほかに田仲一成先生の祭祀演劇
研究もすでに 7冊ぐらい本が中国で翻訳され
ています。 
それから特別に言いたいのは、最近、若い
人類学者らが中国に留学して、中国語を勉強
し、中国語で論文を書いて本を出していると
いうことです。これは非常に評価すべき現象
であると思います。現地で調査して、研究対
象にわかるような言葉で、研究成果を発表す
るのが、いかに学術の影響力を高めるのに大
事なのかというのを知ってもらいたいです。 
時間はあと 1分しかないので、飛ばします。
最後になりますが、学術研究や学術交流の大
事さです。逆に中国研究が日本にどの程度紹
介されているのかと考えますと、全然アンバ
ランスな状態なんですね。それをいかにこれ
から変えていくべきなのかっていうのも考え
なければなりません。それからアジアの学術
共同体を作り、日中韓 3国の文化人類学者の
間の交流も深めていく必要があるかなと思っ
ています。時間の関係で、一応ここまで簡単
に紹介をまとめました。ご清聴ありがとうご
ざいました。 
